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ポール･ヴイリリオは､フランスの社会科学におけ

る最も独創的な理論家のひとりであり,彼の研究は空

間,時間､政治をめ(･って接合されているo

ヴイリリオはその仕事の端緒において-1960年代

という環境-､彼が打ち立てた｢原理的建築｣運動の

なかで自らの革新的な考えを表現した｡この概念運動

の出版物のなかでヴイリリオは, ｢未来は権力と想像

力の均衡に依拠する｣と主張することによって､自律

性と個別化のために､速度と加速度に抗する立場をと

った｡彼は基礎研究において､ ｢都市秩序｣を研究した

が､その秩序は時間の発展に応じて分類される｡つま

り自然的な水平的都市秩序一領域的征服-と､自然的

包摂と社会的包摂に基づくが､最終的には実践不可能

な,人工的な垂直的都市秩序一圏の征服-である｡こ

の袋小路を解決するために､ヴイリリオは､未来都市

を現実化しうる第三の都市秩序を提案した.｡斜面が､

この｢斜面機能(la fonction oblique)｣という基本的

な幾何学的原理を表している｡

｢斜面機能｣は､現代の重要な問題に対してひとつ

のアプローチを与えたo新しい空間組織の発明,オリ

ジナルな社会幾何学の発明｡ヴイリリオはその理論を

もって第二の革命の必要性を蘇らせようとした｡産業

革命以後の近代世界の｢都市革命｣は､各時代ごとに
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その空間的な定義を持っており､この定義は幾何学的

な準拠の体系である｡そしてひとつの社会はこの体系

のなかで実現される｡

1960年代束に､ヴイリリオは第二次世界大戦の軍事

空間の研究に関する仕事に取りかかった｡それは､ 『ト

ーチカの考古学Bunker a化heologie』というタイトル

で､ 1975年にパリのCCKCentre de Creation ln-

dustrielle)によって編集され､装飾美術館(Mu点ee des

Arts Decorati血)に展示された｡

ヴイリリオ教授の第二の著作､ 『領土の不安定性』は

1976年に出版された｡現代地政学に関するこの研究は､

領土管理というありきたりの枠組をこえて､我々を速

度と暴力の非場所のなかに尊いている｡彼は空間,領

土を理解することの重要性と緊急性を明らかにする:

｢政治､それはまず場所である｣｡この小冊子のなかで

著者は,速度の利用のみならず.空間を溶解させるそ

の原理のなかで,速度という問題に取り組んでいる｡

｢最も不安にさせること､それは間違いなく高速度の

絶えざる獲得である｡そして加速化､それは文字通り

世界の終蔦である｣｡ ｢我々がもはや到達するために待

つ必要がないとしたら,我々は何を待つのだろうか｣｡

『速度と政治Vitesse et politique』という速度学

(dromologie)のエッセイで,ヴイリリオは地政学と時間

に割かれた研究の第一期は締めくくった｡彼は権力､

移動,空間の間の関係を深く研究する｡ ｢速度､それは
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世界の老化である｡川長い闇､距離の抑圧,つまり空

間の否定を意味してきた後に､速度は突如として時間

の消滅に等しくなるoそれは緊急事態なのだ｣ ｢我々

は､富とその蓄積に比べて､次のことを忘れてきたよ

うに思われる｡つまり速度とその加速化が存在してお

り､それがなければ集権化と資本蓄積は不可能であっ

ただろうことを｣｡

『民衆的防衛と生態的闘争Defen紀populaire et

luttes占cologiques』という書物は, -アルテュセール

の分析に依拠しながら-, 1970年代末頃に左派に影響

を与えた古くからある議論を取り上げ､軍事技術の開

発によって権力がその威力をいかに失ったのかを明ら

かにしている｡著者は､我々をどの場所で､どのよう

にして､誰から守らねばならないのかを､説明しよう

としている｡

ヴイリリオは『消滅の美学Esth占tique de la dis-

parition』によって第二期の研究を開始したo ｢我々が

旅するようなこの世界はまさに消え去りつつある｣と

いうスローガンの下で､その研究対象はイメージにな

る｡写真や映画を通して､ヴイリリオは現れと消滅の

美学の対立を浮き彫りにしているc彼は空間を表象す

る技術の進歩.つまり我々の知覚のなかに介在する修

正と平行するイメージの革新を検討する｡知覚の記号

論理のなかで,彼は20世紀のさまざまな矛盾のなかで

映画技術を利用することについて省察しながら､自ら

の好奇心をさらに押し進め.結果として戦争と映画の

関連を白日の下に晒している｡

『危機にある空間L-espace critique』は､空間の表

象の新しい手段と様式､および現代世界の政治地理的

な組織化に対するその影響についての省察であるo最

近の著作, 『否定的地平L'horizon negatifjのなかで

-それは著者が既に様々な雑誌に発表していたいくつ

かのテクストを集めたものである- ､ヴイリリオは

速度が加速化することの文化的影響について強調して

いる｡

G.B.Be止o(G.B.) :あなたのお仕事について語る前に,

あなたの研究の出発点となったこれまであなたが歩ん

でこられた道について触れていただきたいのですが｡

PaulVI血IioCP.V.) :私はそのことについて常に語ってき

ました｡つまり私の大学､それは戦争だったと｡私は
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大学教育を受けず,戦争を生きていましたc私は廃櫨

となった都市で生活していました｡それはナントとい

う都市です｡確かに私は戦争中に10-12歳であった

この若い世代に属しています｡したがって人間への関

係､都市への関係.敵､友人､仲間,反対者への関係

が､私を育成し､私に教えてくれました｡それはわた

しにとって忘れることができないことです｡強制収容

所を休験した人々は､この強制収容所のユートピアに

よって育成されました｡私自身は若い頃のフランスの

爆撃された都市､つまり一度の爆撃で一万人の死者を

出した都市において､全体戦争のユートピアによって

育成されたと思います-｡したがって要するに私は､

あらゆる局面で戦争の特性を体験したのであり､それ

が私の出発点なのです｡

私にとって,都市､社会､戦争の発見は､新しい技

術､飛行機,あらゆる種類の新しい武器と交通手段の

発見と密接に結びついてきました｡後に私が行うこと

ができた一連の仕事- 『トーチカの考古学』にしろ､

『領土の不安定性』や『速度と政治』にしろ-は,こ

れらの書物が社会の実験室､つまり権力関係や階級関

係などにとどまらず､社会の空間と時間の実験室とし

ての戦争に関する以上のような経験の結果であること

は明らかです｡戦争中に私は次のことを理解していま

した｡つまり新しい技術が種別的な時間性の体制を運

んでいたこと､新しいベクトルが新たな空間一時間を

組織化していたこと､そしてある意味で速度そして産

度字(dromologie)^つまり速度の論理,速度の科学と私

が呼ぶものについて､私に仕事をするように仕向けた

諸要素のひとつがそれだったこと､をです｡宙の隠さ

れた側面としての速度o諸社会が経済と富によって形

成されてきたと言うことは,平凡なことです｡しかし

忘れられてきたこと,そして私が明らかにするのに貢

献したことは,速度が富の隠された一面であるという

ことですo太古から現代に至るまで,諸社会は単に富

と経済,したがって権力､階級､抑圧集団の関係の帰

結であるにとどまらず,速度や都市の関係の帰結でも

あります｡都市とはまさに富を顕示するための場所で

あり､また速度を組織化する場所でもあります｡デク

マニュス(decu皿anus)1 ､カルド(cardo)2>､公共広場

(forum),広場(agora)､要塞を備えた古代都市を見る時､

それは人間､馬､キャラバン隊にとって､速度の箱で

すo古代都市は, (海上あるいは隊商)交通間の｢荷物の
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積み替え｣の場であり､交換の場です｡それ故に私に

とって明らかになり､またとりわけ『速度と政治』の

なかで私が解明に貢献しようとした何かがあります｡

G.B. :あなたが試みてこられた仕事は､現在の政治地

理学の省察を豊鰻化しそれと交差しています｡政治地

理学は1970年代半まで沈黙していましたが､ラコス

ト､クラヴァル､ラフェスタン,サンガンらの貢献に

よって再びその姿を現し始めました｡あなたの思想は

空間のイデオロギーと戦略について､さらに時間と速

度に対する我々の関係について,一般的な仕方で論じ

られています｡あなたは新しい技術の進歩によって

我々の社会に突然現出し,空間に対する人間の関係に

いくつかの修正をもたらしてきた変動を,進んで分析

されています｡あなたのテクストを読むと,我々はあ

なたが未来の考古学として用いるいくつかの独自な概

念に出会いますoすなわち速度学(dromologie)､ ( ｢速

度の科学｣のためにあなたによって創造された言葉),

空間一速度､時間の植民地化､空間一批判､空間一主

体､過剰露出都市など-0

P.V. :そうo古代社会は空間を植民地化しました｡単純

化すると,次の3つの時代があったといえるでしょう｡｣

農業の時代である空間の時代､空間一時間の時代つま

り交通手段が領土に対する関係を再組織化し始める時

代であり,それはちょうど運送用の馬によってはじま

り､次に海上での力,そして最後に鉄道､自動車,飛

行機などになります｡さてその次に我々は,空間一連

度を持つことになります｡それは､テレビと情報通信

の時代であり､ある地点から別の地点へ瞬時に移動す

る時代です｡したがって我々は3つの空間を持つこと

になります｡まず空間だけがあり,その空間のなかで

の移動は､人間の速度あるいはロバ,農耕馬､使役馬

の代謝速度に結びつけられます｡次に我々は空間一時

間を持ちます｡それはKmではなくて､ Mについ

て語る時に現われるもので､空間一時間は本質的に鉄

道､自動車､飛行機の到来に結びつけられます｡アイ

ンシュタインが相対性理論のなかで相対　性を証明し､

示すために常に列車を利用していることは偶然ではあ

りません｡よって空　間一時間の観念は､蒸気機関あ

るいは通常の鉄道体系と結びついた交通手段,自動車

と同時代的でであります｡空間-速度,それは現在の

ところ瞬間的な移動,つまり速度が光速になっている

テレビとともに起こることですo対政点に直接に情報

を知らせることが可能になることであり､それが光速

ですoそこに結果的に三つの空周が存在しており,臥

は二つの盾民僧他について語ることになるでしょうo

権力は,人口､植民に結びつけられますが､とりわけ

現在のイスラエルにおける入植地によってそのことが

わかるでしよう｡イスラエルという国家が存在し発展

するために､つまりその面積が非常に狭小なのでイス

ラエルが存在するために､自ら開発しなければならな

いことは,よく知られています｡その手段はなんでし

ょうか?oそれはヨルダン領につくられた入植地,入

植地つまり都市です.都市はEg家を確立するための手

段であり､イスラエルの入植地は,武器としてLZ)野市.

権力の手段としての都市という過去で起こったことの

典型です｡もはや機関銃､大砲ではなく,まず最初に

都市なのです｡古代社会で必要とされた全ての大砲や

武器を持つことができるとしても､もし植民を行わず､

永続的で決定された植民を確立できないならば,権力

は持続されません｡歴史の一部分はすべて､ (地理的な)

空間の腰席.地位によって形成されるのであって､イス

ラエルではまさにそれが依然として続いており､そう

いうわけで断絶は存在しないと主張されるでしよう｡

19世紀からですが,本質的には20世紀になって､お

そらく我々がいま,体験している出来事の一つが起こ

りました.つまり我々は侍ノ野の腰居雌佑に立ち会って

います｡空間の植民,それは駐留､定住､定置という

植民であったのに対して,時間の植民は､移動時間,

伝達時間､コミュニケーション時間の植民です｡今日,

約10万から20万の人々が毎日飛行機に乗っているこ

とは周知のことですし､ヨーロッパでは毎夏5000万

人､あるいはおそらくそれ以上の旅行者がいるといわ

れていますo私はほかの事例が､いまだにより意味深

長であると思います｡それは日本に行って戻ってきた

私の友人のひとりの事例なのですが､彼は同一標準時

間帯のおかげで､自分の誕生日を一度は出発時,一度

は機内,一度は到着時に, 3慶祝福してもらったこと

に気づきました｡高速道路上で起こっていること､つ

まり20世紀の都市と周辺部,都市と農村の間の関係に

おける交互的な人口移動によって起きていること､そ

れが時間の植民の始まりです｡人々は労働における物

理的な移動時間や,電話と結びついた聴覚的な移動時
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間,遠距離通信にかかる時間と結びついた電話に必要

な時間､に住んでいます｡そこで結果的に変化するい

くつかの要素があります｡空間と物質は最も重要なも

のでしたが､非物質的になった時代において､時間が

最も重要になりますo私の見解では､そこには全く新

しいひとつの要素があります｡ニューヨ-クとパリの

間,あるいは飛行機によって結ばれた世界のいかなる

地点間の輸送の所要時間の短縮化をみる時､全く新し

いいくつかの現象が生じていることに気づきます｡空

ノ野にお/ナる逝彦であった近接性が､帝ノ野l=カ/ナる崖彦

任になったのです｡私がいつも持ち出す事例は､ニュ

ーヨークとの関係でのコルシカの事例です｡コルシカ

は空間においてはニューヨークよりも大きな近接性を

もっていますo　しかしながら､輸送時間に関しては,

もはやニューヨークと同じようではありません｡なぜ

ならコルシカはコンコルドと連絡していないからです｡

この要素によって.ニューカレドニア､マルティニッ

ク､コルシカについては､その独立､自立の諸要求を

説明することができます｡つまり政治的かつ文化的な

近接性はもはや地理的近接性ではなく､時地理的

(chronogeographiques)な近接性であるという事実に

よってです｡ある地点から別の地点へ行くために1-2

時間､あるいは1-2日を要する時に､物や場所は実際

にはより近くなり,またより遠くなります.｡ところで

それは社会的かつ政治的諸関係のなかで新しい出来事

です｡私はこれが多くのことを説明すると考えます｡

独立と自立の諸矛盾と欲望のなかに-ヨーロッパの没

落と結びついた経済的理由などは別にしてもー､まさ

に技術的な理由が存在しています｡

G,B. :第二期のお仕事のなかで､あなたは､イメージ

の進化を記述しながら､時間の問題を美学へと転移さ

れていますc　-つまり心的イメージと現実的イメージ

の間の境界線(そこでは精神的対象に関するJ.p.シャン

ジュ(Change血)( 『神経的人間1'homme nei汀onal』 ,

1983,第5章)の仕事に依拠されていますが)とイメージ

の速度を探究しながら､心的イメージ､仮想現実的イ

メージから､安定したイメージ(目､絵画的､写真的)

を経て,動的なイメージ(映画的､ヴィデオ的､インフ

ォグラフィック的､ホログラフィツク的)へと至る空間

の知覚と表象の進化を記述されています｡さらにあな

たの好奇心は様々なべクトルを超えて､メッセージと
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情報の速度へと向かっています｡

P.V. :私は根本的ないくつかのことを説明できますoつ

まり『消滅の美学』という表題が､詩的な表題ではな

く､実践的な表題だということです｡新石器時代から

19世紀まで､イメージ､事物(オブジェ)は､現れの美

学のなかにのみ存在してきました.｡それは絵画であれ､

彫刻であれ､建築であれ､そうでした｡イメージ､事

物は､画家にとっては絵具､彫刻家にとっては大理石､

建築家にとっては煉瓦と石という基底材の持続のなか

に存在していました｡物はその永続性のなかに現れ､

かつ据え付けられてきたのであり､この永続性は物質

的な基底材の永続性でした｡ 19世紀から､写真さらに

は動態写真､映画､ヴィデオ､そして最後にはコンピ

ューターグラフィックの発明によって､顔ばテープめ

回転のなかi=潜威すること/L-よってのみ彦左します｡

フイルムを見る時に,このフイルムは現実をもってい

ません｡なぜなら秒ごと80コマにバラバラになったフ

イルムのコマがあるからです｡オーディオにおいてで

あろうとディスプレーにおいてであろうと,事物､形

態､形象の現実が消滅の美学であることが､言いたい

ことです｡.我々はもはや､現れの美学のなかにはいま

せんし､物質性のなかに固着していませんo我々は消

滅の美学のなかにいるのです｡それはもはや基底材の

永続性の時間ではなくて､網膜的あるいは聴覚的な永

続性です｡したがって物質的永続性､物質的な基底材

の永続性(木､石,絵異など)から､意識の永続性､網膜

上のイメージの永続性への移行が存在します.これは

根源的な出来事です｡ 15世紀の遠近法の発明で､全て

の遠近法的幾何学は､現れの美学と消失点に基礎づけ

られていましたが､消滅の美学はあらゆる点の消滅に

基礎づけられますo私は,世界の概念と世界の表象に

おけるなにか根源的なもの,また写真,動態写真,咲

画,ヴィデオ,コンピューターグラフィック､ホログ

ラフによって誰もが認めているなにか実践なものが､

そこにあると思います｡我々は常に消滅の美学のなか

にいるのです｡ 『消滅の美学』､ 『危機にある空間』､

『知覚の論理学』という相互に関連する私の3冊の書

物のなかで､イメージが中心になっていますが､それ

は速度について研究する時に､シネマティズム

(cin占matisme)について研究することを余儀なくされ

るからです｡映画はまさに速度の表象であり､シネマ
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ティズムでもシネマトグラフでも,それは運動の表象

です｡したがって私は最初の本のなかで､物理的運動､

もの､運搬用の馬､自動車､飛行機､砲弾について研

究しました｡そこで人と財の輸送の速度について研究

するより前に､イメージとメッセージの速度について

研究しています｡したがって私はさまざまな速度を結

びつけたのです｡

G.B. :地理戦略(geostrat占gie)の分析に戻りますと,政

治空間と軍事空間は分離できませんし,あなたはこの

空間を権力関係の産物として定義されています｡技術

的一軍事的な力をめそる競争が,植民､諸社会の本質,

さらには都市の未来を条件づけています｡歴史におい

て異なった軍需品と軍事戦略が都市形態と地政学的整

備を特徴づけてきたように,最近の｢戦争の非物質性｣

の発展が,都市の再整備とポスト工業化時代の脱都市

化に影響を及ぼしています｡あなたは都市整備のなか

で軍事戦略に大きな重要性を与えていますし,さらに

軍事空間と都市化の間の関連を明確にすることで､現

代地政学に対してある独創的な貢献を行っています｡

P.V. :私が行ったこと､それは地理戦略について研究す

ることです｡すなわち地政学と地理戦略がひとつの全

休を形成していると､私は常々考えてきました｡へロ

ドット誌が海の地政学に関する号を出版したことは,

いま私を楽しませてくれています｡結局､ 『領土の不安

定性』のなかで私はそれについて語っています｡それ

故に,軍事領土について語ることなく､政治領土を語

ることができないのは明らかですし､歩兵にしろ､騎

兵にしろ,砲兵にしろ､また海軍力や空軍力にしろ,

今日では衛星にしろ､それらと結びつけられた空間と

時間での権力関係が存在するという理由によってのみ,

政治的領土性があることは明白です｡ある意味で領土

的空間は権力関係の産物であり､その関係は階級関係､

つまりある社会内部における対立関係と同時に,技術

的関係をも経由しています｡騎兵の発展､海軍力の発

展は空間の組織化であり,それぞれの交通技術や通信

技術が時間と空間を組織化しています｡それぞれの技

術が,それに固有の時間性の休制を組織するのであり､

伝書鳩と対になっている馬の時間性の体制は,大砲や

船の時間性ではありません｡城塞を見ると､それは弓

矢の射程の上に構築されていますo　ヴオーバン

(vauban)やクーホルン(Cohorn)の風の要塞と防塁シ

ステムが球体の弾道学をめ(･って組織されているのに

対して､私は要塞ではなくて城塞について語っていま

す｡さておのずから両者の間にある幾何学の相違に気

づくでしょう｡つまり中世の城塞と､大砲と完全に結

びつけられた防塁システムとの間に築かれた空間の差

異の重大さです｡しかも大砲の能力によって､領土全

体でそれぞれの防塁システムだけではなく､国境シス

テムも再組織化を余儀なくされました｡ヴオーバンは

フランスの全ての国境線を再組織化しました｡彼は自

らの調査旅行､その分析､調査統計によって領土の碁

盤目状配置に関与したのです｡彼が演鐸的な統計など

を基礎にしていることを忘れてはなりません｡それ故

に地政学とは,戦争の遂行(パフォーマンス)がいかにし

て､都市および,最終的には国家の組織化に関与する

のかを知ることだと私は思います｡古代の都市国家､

古代のポリスは戦略の上に組織化されており､古代都

市の首長が自らを､戦争の長を意味する｢Stratege｣

と呼んでいたことは偶然ではありません｡アテネとい

う都市は､武装した人々を城壁に引き入れ､この城壁

の外側での聞いにこの人々を連れ出す前に.人々を集

合させるのに用いられたアゴラを傭えた戦争機械です

-さらにアテネの都市国家は動員システムを備えてい

ました-o　したがって都市は戦争の組織化のうえに構

築されるのであって､この戦争組織が同時に政治なの

です｡人は兵士であるから市民になるのであり,市民

であるから兵士になるのですG市民であることの資格

(cittoyennete)と戦場があらゆることを組織するので

あり, ｢都市国家｣としての都市の組織は,都市国家間

の対立というタイプの組織化と結びつけられます｡都

市国家から国民国家へと移行する時に,さまざまな設

備の性能が変化することになります｡大砲の能力が,

｢国民国家｣を可能にしました｡つまり空間の組織化

が,もはや騎兵だけではなく弾道学と結びついた､あ

るいは装甲歩兵や兵士一市民の部隊の移動と結びつい

た空間と時間の別の組織化になったのです｡この意味

で｢地政学｣や｢地理戦略｣と呼ばれる知に至る多様

な要素が存在しています｡

G.B. :都市が危機にあり,この危機はさまざまな社会

狗,経済的､技術的要因と結びつけられますが,あな

たが書かれたもののなかに､抑止戦略という追加の要
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素が見いだされます｡そしてあなたは都市の危機を抑

止戦略の危矧こ接続されています｡あなたはアメリカ

の防衛組織図の再組織化と同時に､都市組織の再構造

化を予想されていますc

P.V. :都市の危機は､現在では抑止の危機と結びつけら

れます｡核抑止は1950年代に始まり,約30年になり

ます｡平和的共存をともなった冷戦以後､我々は抑止

戦略の中に入りました｡抑止戦略が存在するためには

二つのことが必要です｡東側と西側という二つの勢力

によって保有される原子爆弾,さらに水爆です｡した

がってロシア人とアメリカ人が両者ともに原爆と水爆

を保有している時に､両者は相互的な抑止戦略に入る

ことができます｡しかしながら抑止戦略に含まれねば

なりませんが､忘却されているひとつの要素が欠けて

います｡それは都市です｡なぜならば抑止戦略は対抗

一都市(antrcite)の戦略であり､抑止は都市が破壊され

るおそれがあるという理由によってのみ存在します｡

それ故に私は今､ ｢抑止の危機｣が語られるのをみて非

常に驚いています｡なぜならば抑止戦略がもはや都市

にではなくて,軍事力に対して向けられているからで

す1950-70年代に我々がもっていた武器は｢対抗都

市｣的な武器でした｡その時代の武器の性能では､武

器,すわわち軍事力を撃つことはできませんでした｡

都市だけを撃つことができたのです｡したがって抑止

の確かな現実がありました｡なぜならば都市の標的と

いう現実があったからです｡ミサイル一対抗ミサイル

(そのうちのひとつは太平洋上でロケットを撃墜する

ようになります),対抗一軍事力の新たな装備が発明さ

れたことを契機として､抑止が危機に入ることは明ら

かです｡したがってレーガンによって提起された問題､

それは東西の軍事力の関係における抑止の危機である

のみならず､都市の危機でもあります｡都市はもはや

直接的には敵対の障壁として役立ちません｡なぜなら

軍事飽対象ぼるぼや軍事府対象｣7ナしか見させないか

らですo　ロケットはロケットに向かっていますoベル

シングはSS20に,ミニツツマンはソビエトのICBM

ロケットに向かい合っています｡したがって私が『危

機にある空間』のなかで､合衆国の防衛の組織図の再

組織化がそこで進んでいると語る時に,根本的な仕方

で次のことを言っているのです｡つまり都市が経済的

理由あるいは個人の統合の欠如という理由で危機にあ
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るのと同様に､抑止の危機が都市の危機であるという

ことです｡古代都市はその機能として､私が地理戦略

的に語った機能以外に､異邦人を統合するという機能

を持っていましたoつまり都市は異質象諸要素から,jf

.遭.文化を作ク出すの(=役だっF=ので{oその諸要素は

農村部や周辺地域からやってきました｡近代都市がも

はやこうした統合機能を有しておらず､脱社会化､脱

統合化の機能を持っているのは明らかです.,合衆国に

おいてそれがみられますが､フランスにおいてもそれ

がみられ始めました｡もはや郡市は統合システムとし

てうまく利用されません｡都市はその起源以来,異質

な人々(至る所からやってきて国民になる人々がいた)

をひとつの国民へと作ることに役だっており,そして

そのことがひとつの国家の形成を可能にしたのですが.

都市は裏返されてしまいました｡今日､経済的理由と

ともに文化､つまりコミュニケーション技術と結びつ

いた理由によって､明らかに都市はもはや社会的統合

の役割を引き受けることができませんoマイノリティ

ーが自分であることを望み､集合的な全体のなかへ溶

解してしまうことを拒絶することが､ますますみられ

ます｡奇妙なことにこのマイノリティーたちは､農村

のマイノリティーではありません｡農村部に住む異邦

人はなにも問題がありません｡都市に住む異邦人なの

です｡言い換えると､都市はひっくり返され,もはや

社会的統合の場ではなくて､ ｢脱統合化｣の場になって

います｡それは周知のように都市の永続性に抵抗する

ひとつの要素です｡しかしながら本来的に戦略的な理

由がいくつかあります｡一例を挙げましよう｡対抗的

都市の戦略にとって代わった対抗一軍事力の戦略は抑

止的にはなりえません｡SS20とユーロミサイルの問題

です｡対抗一軍事力という戦略はもはや抑止的ではな

く,この戦略は攻撃的であって､防衛的ではないとい

うことです｡抑止とは防衛です｡抑止の危機が語られ

る時に､地理戦略の水準で都市の危機も語られねばな

りません｡

G.B∴人間の生活リズムが速度に直面しています｡我々

は｢速度圏(dromosph占re)｣のなかで生きており､それ

は準拠するもののない環境です｡都市もまた遠距離通

信の発展のおかげで加速化の段階(移動と速度以後)に

あり､人間(その調和,その視覚)と技術的進歩の間の不

均等が生み出す文化的影響によって,社会のなかに激
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変が生じています｡

p.v. :過剰露出都市-(露出と過剰露出は写真技術や光

学的な意味を含んでいます)-それは何でしようか?｡

露出過剰の写真は光の強度がありすぎる写真になり､

露出不足の写真撮影は十分な光のない写真になります｡

正確に露出された写真は､明暗の間に望ましい均衡が

ある写真になります.この写真のメタファーは,現代

都市が光速､つまり遠距離通信,テレビ､電信情報に

過剰露出された都市であり,光速が現代都市の準拠す

る速度であると､私が語る際に後に立ちます.｡それは

もはや鉄道､自動車､ ｢ジェヅト｣の速度ではなくて､

光の速度です｡よって古代都市､費明期の都市が露出

不足であり､ユリウス･カエサルとナポレオンの間に

は明らかに重要な加速化がないことを意味しています｡

皇帝カエサルと皇帝ナポレオンの間に速度の相違はな

いと常々いわれています｡速度はほとんど同一です｡

したがって人は都市において速度の変換に影響を及ぼ

すことはできず,速度は不在です｡速度は存在してい

ますが､それは馬､鳩などの間の非常にわずかな関係

です,:,諸関係は実際には零であり､人間はその点につ

いて介入できません一海上で帆船によって多少は介入

しますが､現実にはしていません｡ 19世紀から人間は

腰を生産できるようになり,都市は露出されるよう

になります｡そこでは私が､明暗､速さと遅さと呼ぶ

ことの間に均衡が生じるようになり､これが19世紀の

都市を生み出します｡カルティエや駅が存在し,そこ

ではすでに急(･ということ(hÅte)があります1800/

1900年の都市はいまだに速度が非常にうまく均衡し

ている都市です｡レ･アール､パルタールの市場､辻

馬車の速さ,さまざまな交換の速さをみれば十分です｡.

プルーストを読まなければなりません｡既に非常に活

動的で､財布をもって速度の可能性を利用しているブ

ルジョワジーと｢農民｣との間にひとつの均衡がある

ことに気づきます｡さて今日,我々は過剰露出都市の

なかに入っており､つまりもはやいかなる均衡も存在

していません｡個人､社会､集団の代謝速度と科学技

術の速度､とりわけ遠距離通信の速度との間に完全な

アンバランスがあります｡そして露出過剰の写真がご

みになるのと同じように､都市を混乱させるだけのゆ

がみ､劇的な不均衡が見いだされます｡全てが光によ

って焼き焦がされ､全てが速度､光速によって焼き焦

がされます｡テレビは都市のみならず領土を解体する

ひとつの要素になります｡テレビ上での作業､遠隔か

らの作業､つまりメッセージの移動の方が有利になり,

人間の移動が無駄になるという問題全体によって,都

市や領土は破壊されますo 『危機I,=ある空間』は,私が

今しがた語ったこうした状況の帰結であり､私は最終

的には提起された問題に対するそれぞれの回答のなか

で､こうした状況の結果についての話を止めます｡空

間一速度,それが危機にある空間です｡我々は異なっ

た含意を持つ3つの空間について語ることができます｡.

岩石圏の空間､岩石圏つまり岩石と地殻の視覚的な物

質の空間で､それは地理学の空間であり､地形,領土

などの空間です｡水圏空間､それは海や河川網の空間

であり､水圏学は地理学の内部での別の空間であり､

例えば地図作製において差異があります｡.最後に第三

の空間､それは大気圏です｡雲の地理学は存在します

か､また気体状態の地理学は存在しますか｡私にはわ

かりませんが､ある気体状態は存在します｡さらに私

にとって,以上のことから｢速度圏｣,つまり速度の圏

域が存在します.｡速度圏によって,その全ての贋膚が

慮度の圧力を磨っていること､テレビでの直接的な観

察の速度,移動の速度､運動の運動の圧力を被ってお

り,非運動､運動の不荏､運動があることは十分に知

られています｡哲学的には別問題ですが､運動のなか

にいくつかの運動､つまり運動のなかのいくつかの運

動である加速することと減速することがあります｡

我々は現代的な速度､つまり特に遠距離通信の速度､

コンコルドのような飛行機やTGVのような列車とい

ったより高速のベクトルの速度をひとつの贋虜

(milieu)として考えねばなりませんcこの環境は､それ

が出会うさまざまな環境を変換し,配置転換してしま

う環境ですo一例を挙げましよう｡自動車のなかで風

景を見る時に,列車や飛行機で見るのと同じように風

景を見ていません｡それ故に差異を作るのは自動車､

列車,飛行機ではなく､コミュニケーションの対象､

そのベクトル､その乗り物の空間における速度と位置

が差異を作るのです｡それは一例ですが,テレビでは

より一層真実です｡私が思うに､遠距離通信による世

界の転換､この転換は非常に明瞭であり､テレビがひ

とつの環境になります｡そしてみんながそのことを知

っており､より多くの人々がテレビを生み出す電子の

速度だけを語るようになるでしよう｡テレビは交通手
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段であり､ひとつの環境です｡テレビが何日もあるい

は何時間もアパートのなかで生放送で､ずっとつけっ

ぱなしにされている時に､例えば合衆国のCNNのケ

ーブルによるテレビ番組のように､テレビは生放送で

体験されています. ｢ケーブルニュースネットワ-ク｣

と呼ばれるこの番組を始めたのは,テッド･ターナー

ですが,それは24時間中そして7日間中,全世界の衛

星画像の直接的な情報です｡これはひとつの環境､速

度圏です｡したがって岩石圏と水圏の地理学の脇に､

そして気象学的な地理学の脇に,速度圏の時一地理学

のための場所が存在します｡

G.B.:脱集権化はフランスにおいて今日的な主題です｡

あなたによると脱植民地化､脱集権化,脱都市化は,

ポスト工業社会の進展の論理的な諸段階であり,それ

らの時代は技術発展と緊密な関係にあります｡いかな

る要因がまだこの命題を維持しているのでしょうか｡

P.V :以前の政治国家は､ガ塵βクな(extens&E.間I暗

間のなかで機能していました｡古代社会は19世紀まで､

つまりイギリスとフランスの植民地帝国まで,外延的

な空間のなかで機能していましたo諸帝国を説明する

こと､それは都市国家が国民国家へと移行し,次に国

民国家から連邦国家へ､さらに連邦国家からイギリス

ーフランス的な植民地帝国へ移行したという事実です｡

そこには外延的な政治空間一時間が存在しましたが,

この外延的な政治空間一時間は終了したのです｡私に

とって､脱植民地化とは西欧諸国によって低開発国に

東認された正義の行為ではなく､ただ単に､空厨と摩

周人のひとつの腐輝の府粛こすぎません｡ 1950年代か

ら達成されたのは新しい設備ですo様々な交通､コミ

ュニケ-ション,インターコミュニケーション,都市

の危機などが始まります｡我々は自由体制と関連する

理由で､西側の政治体制､つまりもはや外延的ではな

125

く内密Ggな(inten血ク空間一時間のなかに入りました｡

もはや領土の面積は拡張されず､屠発-搾節が強化さ

れるようになりますoそれが多国籍社会と植民地的な

多国家帝国との間の差異です1950年代､つまり20

世紀末から､我々は-そして多国籍社会がその一例で

すが､ほかの事例もあります-,内包的な時間一空間

のなかに入りましたo　したがって私は,戯鼻唐化があ

る帝卵部での戯虐居感化と何L;任官を､ひとつの国

家の内部で待っていると思います｡そこに相違はあり

ません｡英連邦を作るといった英国の善意や脱植民地

化をおこなうフランスの善意の行為が問題ではなかっ

たのと同様に,周辺部に対する中央権力の善意の行為

が問題ではありません｡それは科学,技術,コミュニ

ケーションの発展と民族間の権力関係から生じた必然

だったのです｡言い換えれば､それはまさに豊かさの

結果であり､また内包的な搾取の結果でもあるのです｡

植民地は終わりましたが､第三世界の搾取は終わるど

ころではありません｡反対に私は､脱植民地化された

国々は,脱植民地化されてからも同じように搾取され

ていると思います｡

したがって私は,脱集権化の本質が同じものである

と考えます｡今日､脱集権化は正義の行為ではなく,

生産の新しい技術,とりわけ莫大な人間をもはや必要

としない､つまりプロレタリアートや雇用される多く

の大衆を必要としない､自動化(オートメーション化)

の技術と結びついた行為なのですo

1984年11月　パリ｡

【訳注】

1)古代ローマ時代の10分の1税の国有地｡

2)古代ローマ都市の南北軸の道路o




